
平成３０年１０月２６日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 山 口 銀 行 

株式会社 YMFG ZONE プラニング 

 

「下関北九州道路ＰＰＰセミナー in 下関」の開催について 

 

山口フィナンシャルグループ（社長 吉村 猛）は、子会社である山口銀行（頭取 神田 一成）、

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（社長 椋梨 敬介）とともに、「下関北九州道路」に関する   

ＰＰＰセミナーを下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングは、国土交通省と「ＰＰＰ協定」を締結しており、山口・北九

州・広島の各地域において、自治体および民間事業者をメンバーとする「ＰＰＰ／ＰＦＩ官民

連携プラットフォーム」を立ち上げるなど、当社グループではＰＰＰ／ＰＦＩの推進を積極的

に展開しております。 

現在、当社グループの地元である関門エリアにおいては、自治体、経済界、国で組織する下

関北九州道路調査検討会により「下関北九州道路」の検討が進められており、整備手法につい

てはＰＦＩ的手法の検討が行われています。 

今回のセミナーでは「有料道路整備・運営事業へのＰＰＰ活用による地方創生」をテーマに、

単なる道路整備事業にとどまらず、ＰＰＰ事業による周辺地域との利便性の高いネットワーク

の構築や地域活性化などについて考えます。 

 

記 

 

１．日 時   平成３０年１１月２０日（火） １６：００～１８：３０ 

２．会 場   ＤＲＥＡＭ ＳＨＩＰ（下関市細江町３丁目１－１） 

３．内 容    (1)話題提供 

           ①「下関北九州道路について」 山口県 土木建築部 道路建設課 

          ②「有料道路事業へのＰＰＰ活用の可能性」 YMFG ZONE プラニング 

         (2)基調講演 

          「ＰＰＰ活用による有料道路整備に向けた期待」 

           講師：東北大学名誉教授、東京都市大学名誉教授 宮本 和明氏 

          (3)パネルディスカッション「ＰＰＰ活用による有料道路整備と地方創生」 

           モデレーター：宮本 和明氏 

           パ ネリスト：有岡 正樹氏（ＮＰＯ法人社会基盤ライフサイクルマネ

ジメント研究会理事長） 

                  鈴木 春菜氏（山口大学大学院創成科学研究科准教授）              

吉村 猛（山口フィナンシャルグループ社長） 

４．対 象 者   下関北九州道路建設促進協議会会員、 

同盟会会員をはじめとする企業及び団体等 

５．定 員   １５０名 

６．参 加 費   無料         



７．申込期限    平成３０年１１月１６日（金） 

８．主 催    山口フィナンシャルグループ、山口銀行、YMFG ZONE プラニング 

９．共催（予定）  下関北九州道路建設促進協議会 

１０．後援（予定） 福岡県商工会議所連合会、山口県商工会議所連合会、 

北九州商工会議所、下関商工会議所、下関市商工会、 

(公社)日本青年会議所中国地区山口ブロック協議会、 

(公社)日本青年会議所九州地区福岡ブロック協議会、 

(一社)北九州青年会議所、(一社)下関青年会議所、 

(公財)北九州活性化協議会、(一財)下関 21 世紀協会 

 

【用語解説】 

ＰＰＰ（Public Private Partnership：パブリック・プライベート・パートナーシップ） 

行政主体による公共サービスを、行政と民間事業者等の連携により提供していく新たな考

え方。民間委託、PFI、指定管理者制度、民営化、地域協働、産学公連携等を含めた公民連携

手法の総称。 

 

ＰＦＩ（Private Finance Initiative ：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ） 

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力および技術的能力を活用し

て行う手法。 

以 上 

 

 
【本件に関するお問合せ先】 

株式会社YMFG ZONEプラニング  PPP/PFI推進チーム  

田中・蔵重・網田・沼  TEL：083-223-4202 



日時 会場

11 月 20 日（火）
16:00～18:30

DREAM SHIP［下関市生涯学習プラザ］
（山口県下関市細江町３丁目１１）

「 PPP/PFI 官民連携プラットフォーム 」特別開催

「下関北九州道路PPPセミナー in 下関」

日時・会場

プログラム

定員 150名（先着順）下関北九州道路建設促進協議会会員、同盟会会員をはじめとする企業および団体等

参加費 無料申込期限 平成30年 11 月 16 日（金）

申込方法

（開場:15:30～）

参加申込書（裏面）により、FAX or Eメールにてお申込みください。

時間 テーマ（予定）/講師等

第１部

16:00～16:10 開会

16:10～16:30
話題提供:「下関北九州道路について」

山口県 土木建築部 道路建設課

16:30～16:50 「有料道路事業へのPPP活用の可能性」
YMFG ZONEプラニング PPP/PFI推進チーム

16:50～17:20

基調講演:「PPP活用による有料道路整備に向けた期待」
東北大学名誉教授、東京都市大学名誉教授 宮本 和明 氏

第２部 17:30～18:30

パネルディスカッション : 「PPP活用による有料道路整備と地方創生」

モデレーター:宮本 和明 氏（東北大学名誉教授、東京都市大学名誉教授）
パネリスト :有岡 正樹 氏（NPO法人 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会理事⾧）

鈴木 春菜 氏 (山口大学大学院創成科学研究科准教授）
吉村 猛 （山口フィナンシャルグループ社⾧、山口銀行会⾧、

下関北九州道路建設促進協議会副会⾧）

18:30 閉会

【講師略歴】
1952年神戸市生まれ。80年東京大学大学院博士課程中退。東京大学助教授、アジア工
科大学院准教授、横浜国立大学助教授、東北大学教授等を経て、2018年3月に東京都市
大学を定年退職。工学博士。世界交通学会（WCTRS）理事、開発途上国の都市交通会
議（CODATU）学術委員等。PPP/PFI関連では、2001年から土木学会インフラPFI/PPP
研究小委員会委員⾧、2017年まで内閣府民間資金等活用事業（PFI）推進委員会委員
⾧代理等。主な著作に「完全網羅日本版PFI―基礎からプロジェクト実現まで」（共著、山海
堂）等。

山口フィナンシャルグループのYMFG ZONEプラニングは、国土交通省と
「PPP協定」を締結し、山口・北九州・広島の各地域において、自治体およ
び民間事業者をメンバーとする「PPP/PFI官民連携プラットフォーム」を立ち
上げるなど、PPP/PFIの推進を積極的に行っております。
現在、地元自治体、経済界、国で組織する下関北九州道路調査検討

会において、「下関北九州道路」の検討が進められており、整備手法につい
てはPFI的手法が検討されています。
今回は、「有料道路整備・運営事業へのPPP活用による地方創生」を

テーマに、単なる道路整備事業にとどまらず、PPP事業による周辺地域との
利便性の高いネットワークの構築や地域活性化を目指していくため、以下
のとおりセミナーを開催します。

共催:下関北九州道路建設促進協議会
主催:山口フィナンシャルグループ、山口銀行、YMFG ZONEプラニング



貴団体・貴社名

所在地

電話番号

① 参加者氏名（代表者）
所属
役職

メールアドレス（代表者のみ）

② 参加者氏名 所属
役職

③ 参加者氏名 所属
役職

④ 参加者氏名 所属
役職

⑤ 参加者氏名 所属
役職

「 下関北九州道路PPPセミナー in 下関 」
参加申込書

申込期限: 11 月 16 日（金）

・本申込書に記入いただきました個人情報は、セミナー申込に係る受付管理事務、開催前後の申込者様へのご連絡等
に利用し、その他の目的での利用はいたしません。

・駐車場には限りがあります。ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください。

FAX:083-222-5515 ・ メール:ppppfi@ymfg.ym-zop.co.jp
（送付先:YMFG ZONEプラニング 田中、蔵重、網田、沼）

今後もPPP/PFIセミナーに関する情報をお送りしてもよろしい
ですか。（○印をつけて下さい）

１． はい
２． いいえ

DREAM SHIP
（下関市生涯学習プラザ 下関市立中央図書館）

住所:山口県下関市細江町三丁目1番1号

・下関駅より徒歩約15分
・バス「細江町バス停」下車徒歩約5分

YMFG ZONEプラニング 担当: 田中、蔵重、網田、沼
TEL:083-223-4202 FAX:083-222-5515 メール : ppppfi@ymfg.ym-zop.co.jp

問合せ先

会場への
アクセス

その他
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